
 
 
 
 
 
 
 

第1465回例会18年11月13日(月) 
   海南商工会議所   12:30～ 

 

１．開会点鐘          会長 新垣  勝 
２．ロータリーソング        「奉仕の理想」 

３．ゲスト紹介    米山奨学生  王 慧恵 様 

４．出席報告  

会員総数71名 出席者数51名 出席免除会員1名 

  出席率 72.86％ 前回修正出席率 80.00％ 

 

５．会長スピーチ       会長 新垣  勝 
みなさん、こんにちは。急に

寒くなりました。本日は王さん

ようこそお越し戴きました。予

定していた花畑ロータリー財団

委員長の話が来週になったとの

ことですので、今日はいつもよ

り少し時間を戴きます。 
先日、吉野幹事とともに、今

年度のＩＭ（Ｉｎｔｅｒｃｉｔ

ｙ Ｍｅｅｔｉｎｇ）打合わせ会に出席してまいりま

した。有田ロータリークラブの担当で、マンネリ化し

ているＩＭをもう一度原点に返って、ロータリー情報

の伝達と勉強の場にしたいと張り切っておられまし

た。一人でも多くのロータリアンの参加を期待すると

のことでした。詳しいことはお手元のチラシをご覧く

ださい。早速ＣＬＰ発表の代表者を決めなくてはなり

ません。どなたか名乗り出て頂きたくお願い申し上げ

ます。ここで、折角ＩＭ（都市連合会）という言葉が

出て参りましたので、勉強しましょうか？私が入会し

た頃はＩＧＦ（Ｉｎｔｅｒｃｉｔｙ Ｇｅｎｅｒａｌ 

Ｆｏｒｕｍ）と云われておりました。当クラブの第一

回のＩＧＦ開催は、昭和５５年に中尾公彦委員長・上

南副委員長の下で、第二回は平成２年に田岡委員長・

上南副委員長の下で開催されております。 
第三回目の平成８年の開催時よりＩＧＦからＩＭ

(Intercity Meeting)へと呼称が変更になりました。
委員長は楠部さん・副委員長は宇恵さんでした。そし

てまだ記憶に新しいと思いますが、第四回目は平成１

６年に宇恵委員長・小椋副委員長で開催されています。

クラブ創立当時はＩＣＧＦと言われていた様で、これ

は私も知りませんでしたが、奇しくも、当クラブが第

一回目の担当した年に、ＩＧＦと名称変更になったよ

うです。当時は粉河・和歌山・田辺を含む広範囲で行

われたようで、昭和６２年から現在の海南・有田・御

坊地区となり、当初６クラブが現在は９クラブとなっ

ています。ＩＭや地区大会は例会と同じく、会員は原

則参加を義務付けられており、クラブは全会員の登録

料を払っています。創立後１５年位までは、他クラブ

主宰のＩＭへも、４０～６０名のクラブ会員数で４０

名前後の参加者がありましたが、その後は、会員数７

０名前後で、参加者は２０名前後と低迷しております。 
ロータリーは参加することに意義があると常々思

っております。少し、無理をしてでも、ロータリーに

時間を割いてください。参加すれば、どんな会であっ

ても、何らかの感激をお持ち帰り願えると確信してお

ります。ＩＭが出たついでに、今行われているＩＤＭ

についても一言。ＩＭと紛らわしいのですが、Ｉｎｆ

ｏｒｍａｌ Ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎ Ｍｅｅｔｉｎ

ｇの略です。日本語では家庭集会と訳されています。

平成元年まではＦｉｒｅ－Ｓｉｄｅ Ｍｅｅｔｉｇ 

炉辺会合と言われて、会員の家庭での小集会が推奨さ

れていましたが、日本ではアメリカのようにパーティ

ーが日常的に行われる環境にないため、奥様に負担が

掛かりすぎるということで、現在のようにお店でやる

形になりました。ＩＭとＩＤＭを混同しないようにご

注意ください。 
 先日、全国ロータリークラブ野球大会出場に伴うメ

ンバーの募集のファックスがお手元に届いたと思い

ます。出場決定後、早々に準備に奔走して頂いている

担当者の熱意に、感謝申し上げます。当クラブは古参

の会員と新人の会員との間に、あまり溝は感じません

が、野球を通じて、更に世代間格差をなくし、私の希

望しております「クラブの更なる活性化」に寄与して

頂けるものと期待しております。 
 本日、例会後定例理事会を開催します。その席上、

来年度の役員・理事の指名委員会を開催し、理事会で

承認の運びとなっております。１２月４日に開催され

ます年次総会で選挙が行われます。クラブとしては重

要な例会ですので、１００％の出席をお願い申し上げ

ます。又、本日、改訂されたクラブ定款・細則・慶弔

規程の冊子が配布されております。この機会に、まだ

読んだことがないというメンバーは是非お読みくだ

さい。身近な慶弔規程も変わっておりますので、よろ
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しくお願いします。 
 この後、彰化東南ロータリークラブ訪問の詳しい報

告が林国際委員長からございます。熱烈歓迎された模

様をお聞き願いたいと存じます。そして、来年当クラ

ブを訪問された時には、会員の皆様や奥様方にロータ

リーの友情でもって、熱烈歓迎をして頂けるものと期

待しております。ご清聴有難うございました。 
 
６．幹事報告 
○例会休会のお知らせ 
 和歌山北 RC  11月 27日(月) 
○事務所変更のお知らせ 
 和歌山 RC・和歌山西 RC  11月 16(木)から 

ダイワロイネットホテル和歌山 2F 
 
７．委員会報告 
○社会奉仕委員会          中西 秀文君 

12月 2日(土)世界エイズデイ（11：00～15：30）
に参加される方は参加申込書に記入してください。ポ

ケットコインもよろしくお願いします。 
○全国ロータリー野球大会の件     寺下 卓君 

25 回の記念大会で予選がないため、甲子園出場が
可能。25 名程度のメンバーが必要と思われます。参
加申し込みをよろしくお願いします。 
○親睦活動委員会           横出 廣君 
 19年 1月 15日(月)開催の夫婦例会についての相談 
 
８．会員卓話   
○台湾訪問について  国際奉仕委員長  林 孝次郎君 

過去、韓国のクラブと

姉妹クラブを締結したこ

とがありましたが、以前

に交流が途絶えてしまい

ました。しかし、今回、

前の米山奨学生の白さん

が仲介して、お付き合い

が始まった台湾の彰化東

南ロータリークラブとは、

先月の 10 月 14 日に訪問
し、友好締結いたしました。訪問にあたっては、メー

ルでの交渉を寺下さん、花田さんにお手伝いいただき、

国際奉仕事業費 21万円強のお金を使わせてもらいま
した。米山奨学生の王さんにも同行してもらい、通訳

をお願いし、お世話になりました。台湾彰化東南ロー

タリークラブとは毎年交流することになった。帰国後、

会長から礼状を送り、紹興酒の御礼も伝えました。会

長からは、訪問の事後処理を頼まれており、寺下さん

に会計報告をお願いしています。予定では、来年の４

月に来訪するとのことですので、ご協力お願いします。 
 
９．次回例会 
第 1466回例会 平成１８年１１月２０日（月） 

12：30～ 海南商工会議所 ４F 

10 閉会点鐘 
 

 

 

林 孝次郎君   国道筋に事務所移転しました。    

思わぬ収入がありました。 
辻  秀輝君   自宅から約 42km ある花坂まで

焼餅を食べに行ってきた。 
中村 雅行君   秋の園遊会に行ってきました。天

皇陛下拝謁は本年 3回目です。 
深谷 政男君   娘の家の周りにクリスマス電飾

をしました。すばらしいので夜見

に来てください。 
新垣  勝君   地区幹事慰労会有り難うござい

ました。 
大川 幹二君   日本食品衛生協会会長表彰をい

ただきました。 
塩崎 博司君   腰痛で動けないところ、辻先生に

お世話になりました。 
柳生 享男君   高校の同窓コンペで 3 位とニア

ピン賞、2個とりました。 
坂口 洋一君   花田さん、うるし工房でお世話に

なりありがとうございました。 
山田 耕造君   IDM5組の皆さん、土曜日ご苦労

様でした。 
吉野 稔君    谷脇さん、有り難うございました。 
 
 
 
「三笑会」が、11月 15
日（水）に“山福”及

び“舞”で懇親会があ

り、すきやき松茸に舌

鼓。カラオケとロータ

リー談義に花が咲きま

した。 
 
 
 
 
 
次世代へ日本留学のよびかけ 

―台湾米山学友会が初のシンポジウム開催 ― 
 

中華民国扶輪米山会（台湾米山学友会）主催による

初のシンポジウム「日本留学を考える～異文化との出

合い～」が 9 月 23 日、台北市内で盛大に開催されま

した。このシンポジウムは、近年、台湾から日本に留

学する若者の減少を憂う台湾の米山学友たちが、日本

留学の魅力をアピールすると同時に、留学中に世話に

なった日本人への恩返しの気持ちから企画。ロータリ

ー米山記念奨学会はじめ台北の 5 つのロータリーク

ラブも共催し、日本留学に関心のある台湾の高校・大

学生、社会人ら 150 人のほか、台湾と日本のロータリ

アンも含め 430 人以上が参加する日台親善交流イベ

ントとなりました。以下、このシンポジウムについて

報告します。             Ｐ32-33 
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